事例　４.５.２－８　出荷検査規則
	○○工業株式会社　管理標準

	


改定日

改定番号

改定内容

作成

承認

０８年１月２０日
Ｋ１

初版発行

○○年○○月○○日
Ｋ２




	○○工業株式会社　管理標準

	マニュアル・規則・手順の名称

出荷検査規則
	登録番号
	１－１

	
	制定日
	０８年1月２０日

	
	改定日
	

	管理標準の分類：緊急時への対応システム
	改定番号
	Ｋ１

	
	頁
	２／

	１．
目的
２．
適用範囲

３．

基本的な考え方
４．
製造プロセス


	出荷する製品の品質を保証するために、出荷検査を行うが、効果的、効率的に実施するために、規則を定める。
当社が製造し、取引先へ出荷する全ての商品を対象とする。
1. 使用（外部購入）する物質、調剤、成形品の仕様保証は購入時点で確認および製造工程での管理をもってその代行とする。
2. 工程内で材料組成、含有率の変化がある工程は、製造工程での管理をもってその代行とする

3. 製品の寸法精度は製造工程において抜き取り検査を行うことでその代行とする。

4. 機能及び外観の検査は抜き取り検査を原則とする

1. 受入検査

材料・部品の受入れにおいて、仕様（メーカー名及びメーカ型番）を確認し、要求通りの材料・部品が納入されたことを確認する。
2. 材料の払い出し

材料にはメーカ名及びメーカ型番を表示し、部品加工工程において適正材料の使用を確認する

3. 部品加工・工程検査
部品加工工程で製造された部品は、その工程内で検査を実施し、部品個々に設定された基準に適合していることを確認した後に、次工程に送る。
工程で、材料組成や化学物質の含有率の変動等がある工程についてはその変動を管理することで基準に合致しているとみなす。

4. 工程内検査

工程内検査は、組立の最終工程に設定した調整工程で基準に基づき実施し、設定された基準に適合していることを確認した後に、次工程に送る
5. 完成品検査
機能及び外観について、抜き取りで確認する。



































































































発行：製造部
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部門長


環境経営管理責任者


化学物質管理責任者


品質管理責任者





通知先





出荷検査規則


登録番号　　１－１


Ｋ１版






































